
　

高
野
切
れ
が
持
つ
「字
間
の
美
し
さ
」
と
、
日
本
建
築
の

「狭
い
軒
下
空
間
」
に
は
、
共
通
す
る

繊
細
な
バ
ラ
ン
ス
が
あ
る
。
字
間
が
適
度
に
離
れ
る
こ
と
で
呼
吸
感
が
生
ま
れ
、
狭
い
軒
下
に
は
緊

張
感
と
奥
行
き
が
共
存
す
る
。
こ
の
二
つ
の
要
素
を
空
間
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
込
む
こ
と
で
、
圧
迫
感

と
解
放
感
が
同
時
に
存
在
す
る
独
自
の
空
間
が
生
ま
れ
、
人
々
が
自
然
と
立
ち
止
ま
り
、
内
省
す

る
場
と
な
る
。

こ
の
提
案
で
は
、
高
野
切
れ
の

「間
」
を
建
築
的
な

「余
白
」
と
し
て
解
釈
し
、
狭
さ
を
感
じ
さ

せ
な
い
軒
下
空
間
を
創
出
す
る
。
陰
影
が
時
間
ご
と
に
変
化
し
、
訪
れ
る
た
び
に
異
な
る
表
情
を

見
せ
る
場
が
、
心
を
研
ぎ
澄
ま
せ
る
静
謐
な
場
所
と
な
る
。

　

二
つ
の
軒
が
寄
り
添
い
、
狭
間
に
生
ま
れ
る
細
い
道
。
人
は
そ
の
通
路
を
す
り
抜
け
る
よ
う
に
歩

き
な
が
ら
、
ふ
と
足
を
止
め
る
。
差
し
込
む
光
が
揺
れ
、
頬
を
撫
で
る
風
が
一
瞬
の
涼
し
さ
を
運

ん
で
く
る
。
軒
の
重
な
り
が
作
る
陰
影
が
、
ま
る
で
呼
吸
す
る
よ
う
に
表
情
を
変
え
、
静
か
な
物

語
を
紡
い
で
い
る
。

そ
の
空
間
に
は
、
不
思
議
な
魅
力
が
あ
る
。
圧
迫
感
が
あ
り
な
が
ら
も
、
ど
こ
か
心
地
よ
さ
が
漂
い
、

自
然
と
内
省
へ
と
誘
わ
れ
る
。

文
字
と
文
字
の
間

（字
間
）
に
は
余
白
が
存
在
す
る
。

じ

か

ん

余
白
と
字
間

コ
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